
1990年出土の木簡

貫
生
産
を
こ
の
遺
跡
で
行
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
長
門
国
か
ら
造

東
大
寺
司
に
進
納
し
た
銅
の
重
量
が
、
熟
銅
は
一
枚
平
均
四

0
．
六
斤
、
未
熟

銅
三
五

•
五
斤
、
生
銅
―
―
•

五
斤
で
あ
っ
た
こ
と
（
前
出
丹
褒
古
文
書
）
と
比

⑬
は
銅
の
生
産
高
を
材
を
横
に
用
い
て
並
記
し
た
も
の
で
、
の
ち
上
下
を
割

戟
し
て
物
差
に
再
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
長
二
七
六

mm
、
縦
野
線
が
二
二

mm
間
隔
で
―
一
本
描
か
れ
て
い
る
（
物
差
は
も
う
一
点
あ
り
、
罫
線
は
ほ
ぼ
三
―
―
-mm

本
古
文
書
』
五
ー

―
二
五
•
一
八
八
な
ど
）
が
あ
り
、
生
産
過
程
で
銅
成
分
の
回
収

・
再
生
を
図
っ
た
（
中
井
一
夫

・
和
田
幸
「
奈
良

・
東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
」
『
木

簡
研
究
』
―
一
）
。

⑳
は
用
途
不
明
で
、
習
書
木
簡
と
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
上
端
に

「
借
馬
」
な
ら
野
身
連
と
と
も
に
、
遺
存

例
か
ら
も
と
畿
内
在
住
の
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
天
平
五
年
（
七
三
三
）
山
背
国
愛

宕
郡
某
郷
計
帳
に
野
身
連
・
借
馬
が
み
え
る
（
借
馬

・
物
部
借
馬
連
は
讃
岐
国
で
も

知
ら
れ
る
）
。

充）

一
畝
平
均
―
―

1
0斤
代
と
な
る
。

「
洗
銅
」
（
『
大
日

釈
読
に
あ
た
っ
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
•
森
公
章
両
氏
お

よ
び
佐
藤
信
氏
の
ご
援
助
・
ご
助
力
を
え
た
。

ウ
ジ
名
か
動
詞
的
か
判
読
が
困
難
。

(
1
ー
7

池
田
善
文
、

8

八
木

切
り
込
み
が
あ
り
、
使
用
済
の
付
札
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
借
口
」
は

し
こ
の
場
合
単
位
は
斗
升
で
あ
る
‘°

⑫
の
「
洗
」
は
こ
の
洗
銅
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ

間
隔
）
。

銅
に
は
上
記
熟
銅
以
下
と
は
別
に
「
洗
収
土
交
銅
」

較
さ
れ
る
。
東
大
寺
大
仏
鋳
造
関
係
木
簡
で
は
、

紀
末
ー
一
七
世
紀
後
半
の
集
落

四
世
紀
！
一
五
世
紀
・
一
六
世

km
に
及
ぶ
。

調
査
の
結
果
、

は
四

0
m
、
東
西
の
長
さ
は

う
も
の
で
、
調
査
区
の
南
北
幅

号
高
松
東
バ
イ
バ
ス
建
設
に
伴

本
遺
跡
の
調
査
は
国
道

高
は
一

0
m
前
後
を
測
る
。

東
山
崎

•

水
田
遺
跡
は
、
高
松
市
街
地
の
東
方
約
五

k
m、
高
松
平
野
の
東
部

に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
の
標

7
 
6
 
5
 
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

友
子
・
蔵
本
晋
司

集
落
跡
・
水
田
跡

一
四
ー
一
八
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
士
遺
構
の
概
要

4
 

広
瀬
常
雄
・
広
瀬
圃
樹
・
牧
野
啓
造
・
植
松
邦
浩
•
森
下

3

発
掘
機
関
帥
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
七
ン
タ
ー

2

調
査
期
間

1

所
在
地

一
九
八
九
年
（
乎
1
)

香
川
県
高
松
市
東
山
崎
町

ひ
が
し
や
ま
ざ
き

香
川
東
山
崎

・

-
0月
1
一
九
九

0
年
三
月

み

ず

た

水
田
遺
跡
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木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
、
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
史
料
調
査
室
の
諸
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

帥
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
財
団
法
人
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調

9

関
係
文
献

(3) 

x
（
符
録
）
急
々
如
律
令
」

(2) 

「

X
（
梵
字
）
咄
販
睫
口

•

「

（梵字）

L— 

．

「

X
（
梵
字
）
咄
吠
睫
（
符
篠
）
急
々
如
律
令
」

へ
連
続
し
て
い
る
た
め
北
側
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
・
南
・
西
側
は
幅
三

1
四

m
の
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
、
そ
の
中
央
に
は
数
基
の
掘
立
柱
建
物
•
井
戸
・

土
坑
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
東
西
四

0
m
、
南
北
ニ
―
―

-m
以
上
の
屋
敷
地
が
検

出
さ
れ
た
。
屋
敷
地
の
東
側
を
画
す
る
溝
の
東
側
に
は
用
水
路
と
考
え
ら
れ
る

幅

四
m
の
溝
が
検
出
さ
れ
た
が
、
木
簡
は
こ
の
溝
よ
り
三
点
出
土
し
た
。
い
ず

れ
も
呪
符
木
簡
で
あ
る
。

唐
津
産
、
備
前
産
）
、
木
製
品
（
漆
椀
・
下
駄
・
折
敷
ほ
か
）
な
ど
整
理
用
コ
ン
テ
ナ

え
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
文
・
内
容

1
0箱
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

2
5
7
 x
 
3
4
 x
 
2
 

011 

(
9
6
)
 X
 4
2
 X
 2
 

0
1
9
 

(
1
2
0
)
 x
(
2
6
)
 X
 2
 

0
8
1
 

(1) 
8
 

一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
前
半
の
も
の
と
考

.. ．． 

''  

(3) 

' '  
(2) 

他
に
土
師
器

・
陶
磁
器
（
中
国
産
、
瀬
戸
・
美
濃
産
、

‘杉`々

ト
、
）

＇ 

•L 

,`
 

／
 

跡、

牙
塁
駁
汀
g

一
七
ー
一
八
世
紀
の
水
田
跡
が
検
出
さ
れ
た
。

C
地
区
で
は
、
調
査
区
外

公
喜
貫
＂
翠

査
セ
ソ
タ
ー
年
報

一
九
八
八
年
度
』
(
-
九
八
九
年
）

0 5 cm 
~,,1 ....... ,. ,1 .. ,,,1 

’’  (1) 

（
森
下
友
子
）
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